
 
 「人権教育研究指定校事業」事業実施報告書 

 

研究指定校名 ： 米子市立尚徳中学校 

 

１． 学校の概要 

学校名 米子市立尚徳中学校 

学級数 １２学級（うち特別支援学級：３学級） 

児童生徒数 全生徒数：２８６人（平成３０年１月２５日現在） 

ＵＲＬ http://www.torikyo.ed.jp/syotoku-j/ 

 

２．調査研究のテーマ 

（１）調査研究のテーマ 

【中学校区研究主題】豊かな人間関係を築き、主体的に学び合い高め合う子どもの育成 

～連携を重視した魅力ある校区づくりをめざして～ 

【  本校研究主題  】学び合い、語り、つながる生徒の育成 

                ～仲間とともに主体的に高め合う活動を通して～ 

 

（２）調査研究のテーマを設定した背景 

本中学校区では、平成２４・２５年度に、「魅力ある学校づくり調査研究事業」(国立教育政策研

究所)、平成２６・２７年度には、「小中連携で取り組む授業改善ステップアップ事業」(鳥取県)

の指定を受け、すべての児童生徒を対象として、自尊感情を高めるための授業づくりや集団づくり

を中心に、１中学校と３小学校(五千石・成実・尚徳)が連携しながら取り組んできた。研究指定は

終わったが、この趣旨に基づき、平成２８年度も引き続き仲間づくりを基盤とした研究を進めてき

た。また中学校区では平成２４年度から「自尊感情アンケート」を実施し、児童生徒の実態把握に

努めてきた。そのアンケートの結果から校区で「計画を立てて、進んで家庭学習をする」「授業に

主体的に取り組んでいる」という項目に課題があることが明らかになった。 

本校の生徒は、明るく素直であり、行事や生徒会活動に対する取組においても、自主性や積極性

を発揮し、友達と協力して活発に活動している。しかし一方で、自分の考えや思いを相手に伝える

ことが苦手な生徒が多く、中学校に入学してから新しい人間関係をうまく構築できずにいる生徒も

いる。また、厳しい生活環境のため自尊感情が育っていないと思われる生徒もおり、自分や他者を

大切にすることができずに不登校や問題行動という形でそのストレスを表面化させることもあっ

た。 

学習面においては、全体的には落ち着いた態度で学習を行っている。しかし、与えられた課題に

は一生懸命取り組むが、自ら進んで主体的に学習に取り組む姿勢に欠け、学習意欲や基礎学力の低

さのため学びから逃げる生徒もいるなど自分に自信が持てず自尊感情の低下につながっていると考

えた。 

校区及び本校の課題から、①「自己についての肯定的態度」（自尊感情）、②「他者の痛みや感

情を共感的に受容できるための想像力や感受性」、③「能動的な傾聴、適切な自己表現を可能とす

るコミュニケーション技能」を学校の教育活動全体を通して育てていくこととした。 

また、本校における課題は中学校だけの問題ではなく、小学校段階から起因する場合も多くある

ため、校区の各小学校と連携しながら義務教育９年間を見通した教育活動を行うことが必要であり、

中学校区の連携を図りながら、「仲間とともに主体的に高め合う活動を通して、学び合い、語り、

つながる生徒の育成」に努めていった。 

 

 

 

 



３．調査研究の推進体制 

 

  校 長      
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 国 語 音 楽   (各専門委員会)  

   社 会 美 術   執行部 中 央  

   数 学 保 体   生 活 図 書  

   理 科 技 術   保 体 広 報  

   英 語 家 庭   福 祉 給 食  
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尚徳中学校区教育推進協議会 

人権学習部 学力向上部 生徒指導部 

(校区人権教育主任・担当者会) (校区研究主任会) (校区生徒指導主事・主任会) 

 

【関係協力機関】 

 ○鳥取県教育委員会  ○米子市教育委員会   

 ○米子市人権・同和教育推進協議会学校教育部会 

 ○尚徳中学校区人権・同和教育推進協議会 

 

４．調査研究の内容等 

（１）調査研究の内容・実施日程 

【人権学習部会】 

○社会的立場の自覚を深め、思いを伝え合う人権学習の推進 

・人権学習授業研究会の充実 

昨年度の人権学習に関する生徒意識調査の中にある「人権学習をしてきて、自分のためにな

ったと感じたことがありますか」との問に、否定的な意見の割合（あまり感じたことがない＋

まったく感じない）が全体の１１％もあった。「人権学習は自分のためにならない」という生 

徒の意識を変えていくために人権学習の充実に努めた。 

７月１３日（木）には、各学年１クラスずつ授業を 

公開し、県・市教育委員会から指導助言者を招いて授 

   業研究会を行った。各学年、ジグソー法等の活動を取 

   り入れながら、生徒のつぶやきや意見を大切にし、学 

   習を進めていった。 

 

○ほめ合い、認め合う場の設定（終わりの会） 

・今日のキラリ 

終わりの会の「班の一日のふり返り」のなかで、班内



でがんばっていた人や支えてくれた人など、その日キラリと輝いていた人やその行動を、お互

いに認め合う活動（今日のキラリ）を行った。活動のマンネリ化が課題だったが、今年度は各

学年でやり方を工夫し、取り組むことができた。 

 

【学力向上部会】 

○「協力･参加･体験」を中核に据えた仲間とともに主体的に学び合う学習活動 

本校教員が年間１回以上の研究授業を行い、事後の研究協議を実施するように計画した。 

授業研究会では、学びの共同体スーパーバイザーの馬塲先生（元東大阪市立金岡中校長）に、

６月と１２月に実施した校内授業研究会において指導助言者として直接指導を受けた。 

 

 

 

 

・学習のめあて･流れについて…本時の学習のめあてが明示され、生徒に学習の流れが伝わる効果

的な導入 

・課題設定について…生徒が主体的に学び、学習（教科）のねらいを達成するための｢学ぶ値打ち

のある課題｣の設定 

＊｢共有の課題｣（基礎･基本、知識･理解、技能）は、きちんと共有がはかられているか。｢ジャ

ンプ課題｣（応用･発展、技能、思考力･判断力･表現力）は、生徒をつなぐ課題か。 

・学び合いについて…個々の生徒の学び(活動)や、生徒同士の学び合い(班･全体)が成立するための

手立てや工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒指導部会】 

○生徒会を中心とした自尊感情を育む縦割り活動 

・行事での縦割り活動 

生徒会を中心として体育祭や文化祭で縦割り活動を行った。縦割り活動を通して、主体的な態

度を養うとともに、達成感や成就感を味わうことができ、自尊感情を育むことができたと考えた。

指導にあたっては、取組前に必ず教員の打ち合わせを行

い、ねらいや方法の共通理解を図った。実際の活動にお

いては、当日だけの活動ではなく、事前事後の取組を大

切にしたり、生徒が思いを語る場面を設定したり、感謝

の気持ちを伝えるメッセージ交換を行ったりした。 

○小学校訪問 

・小中交流会 

   中学校区では、３小学校の６年生がスムーズに中学校 

で出会い、不安なく生活を始められることを目的とし  

て、生徒会と６年生との交流会を行っている。  

【授業づくりの視点】 

｢学びの共同体づくり｣の理論・方法を取り入れ、仲間とともに主体的に高め合う活動を通し

て、｢学び合い、語り、つながる生徒の育成｣をめざした学習活動の展開 

 



１２月には、本校の生徒会が小学校訪問を行っている。 

・４校合同交流会 

２月に行われる「４校合同交流会」（新入生説明会）は、単なる中学校紹介ではなく、それぞ

れの小学校紹介や、尚徳中学校の研究課題である「学びの共同体」の理論を取り入れたグループ

活動や、小グループに別れた意見交換を交えたグループ活動（中学校の生活について）を盛り込

み、児童生徒が交流しやすい場面を設定した。 

時 期 内 容 備 考 

４月１０日 

４月１８日 

 

４月１９日 

研究推進委員会 

全国学力･学習状況調査 

第１回人権教育研究推進事業連絡協議会（県教育委員会５人） 

研究職員会・研究部会・学年会・担任会 

９人 

生徒（３年） 

２人 

全職員 

５月 １日 

５月１９日 

５月２２日 

 

５月２４日 

自尊感情アンケート（１回目） 

研究職員会・研究部会・学年会 

校内授業研究会（教科） 

指導助言 馬塲宏明 氏（学びの共同体ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ ） 

研究推進委員会 

全校生徒 

全職員 

全職員 

 

９人 

６月２７日 現地研修（岡山県瀬戸内市 国立療養所長島愛生園） ２人 

７月１３日 

 

 

 

 

 ７月１９日 

校内授業研究会（人権学習） 

指導助言 森田泰弘係長（県教育委員会） 

金川朋史課長（米子市教育委員会） 

竹本周平課長補佐（米子市教育委員会） 

学習状況アンケート（１回目） 

人権教育講演会 中倉茂樹 氏（徳島県） 

全職員 

 

 

 

全校生徒 

全校生徒 

８月１０日 

８月２１日 

 

   

 

 

 

現地研修（愛媛県松山市 ﾚｲﾝﾎﾞｰﾌﾟﾗｲﾄﾞ愛媛） 

研究推進委員会 

研究職員会・研究部会・学年会 

学年会（指導案検討） 

指導助言 森田泰弘係長（県教育委員会） 

金川朋史課長（米子市教育委員会） 

竹本周平課長補佐（米子市教育委員会） 

３人 

９人 

全職員 

 

 

 

 

９月 ６日 

９月１３日 

９月１５日 

９月２６日 

研究推進委員会 

研究職員会・研究部会・学年会 

人権講演会（講師１名） 

自尊感情アンケート（２回目） 

９人 

全職員 

 

全校生徒 

１０月 ４日 

１０月１１日 

研究推進委員会 

研究職員会・学年会 

９人 

全職員 

１１月 １日 

 

 

 

 

１１月１５日 

１１月２６日 

１１月２９日 

 

 

 

 

研究推進委員会 

人権講演会・人権学習へのｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ 

・１年生対象（講師５名） 

・２年生対象（講師２名） 

・３年生対象（講師２名） 

研究職員会・学年会 

人権講演会 石﨑杏里 氏（FRENS 代表） 

米子市中学校区人権教育研究発表会（全学級公開） 

成果刊行物配布 

指導助言 森田泰弘係長（県教育委員会） 

金川朋史課長（米子市教育委員会） 

竹本周平課長補佐（米子市教育委員会） 

９人 

 

 

 

 

全職員 

 

 

100 冊 

配布先：市内中

学校、関係機関、

参加者、教育委



員会 

１２月 ４日 

１２月 ６日 

１２月２７日 

学校評価アンケート 

学習状況アンケート（２回目） 

研究職員会 

全校保護者 

全校生徒 

全職員 

１月 ９日 

１月１０日 

１月１８日 

 

 

 

１月２９日 

 

１月３０日 

研究職員会・研究部会・学年会 

研究推進委員会 

米子市人権・同和教育研究集会（２分科会で発表） 

指導助言 森田泰弘係長（県教育委員会） 

竹本周平課長補佐（米子市教育委員会） 

乗本学主幹（米子市教育委員会） 

校内授業研究会（教科） 

指導助言 馬塲宏明 氏（学びの共同体ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ ） 

自尊感情アンケート（３回目） 

全職員 

９人 

５人 

 

 

 

全職員 

 

全校生徒 

２月１３日 

 

第２回人権教育研究推進事業連絡協議会（県教育委員会８人） 

人権学習に関する意識調査実施 

１人 

全校生徒 

３月 研究推進委員会 

研究職員会・学年会 

９人 

全職員 

 

（２） 調査研究の成果と課題  

① 取組の成果 

「自尊感情アンケート」の中でも特に特徴的な質問項目「学校が楽しい」「みんなで何かする

のは楽しい」「授業がよくわかる」「自分から進んで授業に取り組んでいる」について分析を行

った。 

表１から分かるように、質問項目の肯定的な回答の値が増加しているのが分かる。「学校が楽

しい」や「みんなで何かをするのが楽しい」の項目が高い値で推移しているのは、学年・学級で

の「仲間づくり」の成果であり、学校全体での縦割り活動の成果であると言える。また「授業が

よくわかる」や「自分から進んで授業に取り組んでいる」の値が増加しているのは、「学びの共

同体」の理論のもと授業改善に取り組んできた成果であると考える。 

 

【現在中学３年生のｱﾝｹｰﾄで肯定的な回答を経年比較した表】〈表１〉 

〔設 問〕 学 年 
肯定的な 

回答(%) 

 
〔設 問〕 学 年 

肯定的な 

回答(%) 

学校が楽しい 

１年(H27) 86.3  
授業がよく 

わかる 

１年(H27) 78.9 

２年(H28) 86.7  ２年(H28) 84.4 

３年(H29) 91.5  ３年(H29) 86.8 

みんなで何か

をするのは 

楽しい 

１年(H27) 91.6  自分から進ん

で授業に取り

組んでいる 

１年(H27) 83.2 

２年(H28) 93.3  ２年(H28) 90.0 

３年(H29) 94.7  ３年(H29) 92.3 

※肯定的な回答･･･「当てはまる」と「どちらかといえば当てはまる」の合計の割合 

 

② 取組の課題 

表２から分かるように「計画を立て、自ら進んで家庭学習をする」の項目は、低い値で推移し

ている。その理由として、本校区では携帯電話やインターネットの利用率が高く、それらを使用

する時間が多くなったことで、家庭での学習習慣が定着していなかったと考えられる。メディア

コントロール等の取組により、基本的な生活習慣の見直しを行い、家庭学習の充実を図った結果、

若干ではあるが値も上昇してきている。しかし、依然として低い値であり、今後も課題として受

け止め引き続き取り組んでいきたいと考えている。 

 



【現在中学３年生のｱﾝｹｰﾄで肯定的な回答を経年比較した表】〈表２〉 

 

 

 

 

 

 

※肯定的な回答･･･「当てはまる」と「どちらかといえば当てはまる」の合計の割合 

 

③ 各専門３部会の成果と課題 

３部会の具体的な成果と課題は以下のとおりである。（成果：○、課題：●） 

【人権学習部】 

○研修・視察等を行い、様々な人権課題についての最新の情報や実践について学んだことを、人権

学習に生かすことができた。 

○「縦割りミーティング」の時間を多く持ったので、学年間で教え合う姿が多く見られた。 

認め合い活動も各学年で工夫し行うことができた。 

●縦割り活動がより効果的になるよう、教育活動の中での位置づけや取組の充実化を図る必要がある。 

●生徒同士の話し合いを深めていくためにも、進行役等のスキルアップが必要だと感じる。 

 

【学力向上部】 

○授業に落ち着いて取り組める生徒が大幅に増えたこと、学習内容を理解できると肯定的に回答する

生徒が８割以上になったことなど、多くの成果が出ていることから、「学びの共同体」理論・手法

にもとづいた授業づくりは本校の諸課題の解決につながるものと考えている。 

●平成２９年度の全国学力・学習状況調査の結果では、国語、数学のＡ問題、Ｂ問題ともに３ポイン

ト以上下回った。個々の生徒の学力をさらに向上させる手立てが必要である。そのためには、［共

有の課題］［ジャンプ課題］が学ぶべき価値のある課題設定になっているのかの吟味が必要である。

また、とっとりの授業改善【１０の視点】の中の、「⑦学習評価の推進」と「⑧学習活動を振り返

る活動の設定」の視点が特に重要であると考える。 

 

【生徒指導部】 

○小学校訪問から始まる６年生対象の交流は、数年来の取組であるので各校の準備などは円滑に行

うことができている。その中でも、４校合同交流会での学校紹介では、各校の特色が見える活動

になっている。また、交流授業やグループ活動などでも小学生同士の交流もみられるようになっ

てきた。これらの活動を生徒会執行部が中心となり取り組んでいることにより、小学生の中には、

中学生の姿を目標とするとともに、生徒会活動に興味を持って入学してくる新入生もおり、これ

らの生徒が次の生徒会活動の中心となり今後の活動を引き継いでくれると考えている。 

●メディアコントロールカードの分析を行うことにより、生徒の家庭での活動が見え始めた。例え

ば、就寝時間・学習時間・メディア時間の３つを組み合わせて分析すると、生徒は同時に２つ以

上のメディアと接している時間があったり、メディアに触れながら学習に取り組んでいる「なが

ら学習」の時間が多かったりするということに気付く。これら見えてきた生徒の実像と目指す生

徒像とのギャップを少しでも埋めるために、個人指導の方法や、家庭学習の支援の方法を考え、

定着、継続させていく必要がある。 

 

〔設問〕 学 年 
肯定的な 

回答(%) 

計画を立て、自ら

進んで家庭学習を

する 

１年(H27) 58.9 

２年(H28) 57.8 

３年(H29) 72.3 


